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研究成果の概要（和文）：本研究では、一酸化窒素(NO)を産生させる NO 合成酵素(NOS)の基

質であるアルギニンの長期経口投与がヒトの前腕血管拡張機能に及ぼす影響について検討し

た。対象は 20 代若年健康女性 9名、静脈閉鎖プレチスモグラフ法を用いて 5分間の疎血後に生

じる反応性充血時の前腕血流量を、2.5g のアルギニンを含有するアイソカル®・アルジネード®

（1本/日、4週間）の投与の前後に測定した。結果、アルギニン投与後に反応性充血時のピー

ク後の前腕血流量が増加した。以上の結果より、アルギニンの服用は、血管内皮機能を改善し、

血管のアンチエイジングに有効である可能性があると考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to examine whether long-term 
treatment of L-arginine also improves endothelial function in human forearms. Forearm 
blood flow (FBF) was measured by strain gauge plethysmography in nine healthy women, 
before and four weeks after oral treatment with L-arginine (2.5 g/day). FBF was measured 
during reactive hyperemia (RH). The long-term treatment with L-arginine significantly 
improved total reactive hyperemic flow (flow debt repayment) (P < 0.01). Our results 
suggest that L-arginine treatment may increase NO production in endothelium during 
reactive hyperemia in human forearm vessel. 
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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 

キーワード：血管内皮機能、メタボリックシンドローム、栄養学的介入、動脈硬化予防、アン

チエイジング 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)現在、日本人の死因の約 6 割を占
め てい るの は三 大生 活習 慣病 と呼ば
れている悪性新生物、心疾患、脳血管
疾患である。虚血性心疾患、脳血管疾
患は動脈硬化が主な原因であり、これ

ら の疾 患を 予防 する ため には 動脈硬
化を防ぐことが重要である。しかしな
がら、日本人の食生活は欧米化が進み、
動脈硬化が進行している。 
(2)我々は、動脈硬化の進行を抑える
可能性のある栄養素として、アルギニ



ンに着目した。血管内皮において、NO
はアルギニンを基質として NOS によ
り産生され、血管平滑筋を弛緩し、血
管を拡張させる。我々は、ヒトにアル
ギ ニン を動 脈注 射す ると 血管 内皮機
能が改善することを証明したが、アル
ギ ニン の経 口投 与に よる 効果 は明ら
かではない。アルギニンの経口投与に
より NO 産生を主体とする血管内皮機
能が改善し、血管のアンチエイジング
に有効であれば、アルギニンの摂取は、
動脈硬化を防ぎ、将来起こりうる虚血
性心臓病をはじめ、脳血管疾患などの
生 活習 慣病 の発 生を 予防 する ことが
期待できる。 

 
(2) アルギニン投与前後における血中脂質
の変化 

 総コレステロール値、中性脂肪値、HDL-コレ
ステロール値、LDL-コレステロール値はアル
ギニン投与前後で有意な差はなかった。一方、
アイソカル®・アルジネード®投与後で遊離脂
肪酸値は有意に減少した。 

２．研究の目的 
(1)アルギニンの長期経口投与が、反応性充
血時の前腕血流量に及ぼす影響を調べるこ
とにより、アルギニンが NO 産生を主体とし
た血管内皮機能を改善するかどうかを検討
する。 
(2) アルギニンの長期経口投与が、血中脂質
に影響を及ぼすかどうかを検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)対象：若年健康女性 9 名(平均年齢 20.6
±0.7 歳) 
(2)前腕血流量測定：静脈閉鎖プレチスモグ
ラフ法を用いて安静時及び 5分間の疎血後に
生じる反応性充血時の前腕血流量を測定し、
flow dept repayment(FDR)を求めた。  
(3)採血：総コレステロール値、中性脂肪値、 
HDL-コレステロール値、遊離脂肪酸値を測定
した。 
(4)プロトコール：コントロールの前腕血流
量測定と採血を行った。次にアルギニン 2.5 
g/日を 4週間投与し、再び、前腕血流量測定
と採血を行った。 
 
４．研究成果 
(1)アルギニン投与前後における前腕血流量
の変化：安静時および反応性充血時のピーク
時の前腕血流量に変化はなかった。しかしな
がら、反応性充血時のピーク後の前腕血流量
は、アルギニン投与後で有意に増加し、FDR
も有意に増加した(P<0.01)。 

 
考察および結論：本研究の結果では、アルギ
ニンを 2.5g 4 週間投与により、反応性充血
時の前腕血流量が有意に増加した。この機序
として、 
(1) NO を産生させる NOSの基質であるアルギ
ニン投与により血管内皮からの NO の産生が
増加したこと、 
(2) 血中遊離脂肪酸の低下により、脂肪毒性
が減少したことより血管拡張機能が改善し
たことが考えられる。 

アルギニンの長期経口投与によって、反応



性充血時の前腕血流量が改善したことから、
アルギニンの経口投与は血管内皮機能が改
善し、血管のアンチエイジングに有効である
可能性が示唆された。アルギニンの経口摂取
は、将来起こりうる虚血性心臓病や脳血
管 疾患 など の動 脈硬 化性 疾患 の発生
を予防することが期待できる。 
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